数学科学習指導案

平成22年 5月 1日（土）第2時限

指導者　　　　　   　 　　　教授
実習生      　　　 　　　　　    
場　所　　 　 　　 　 6101　教室

１．単元名　「式の計算」

２．単元について

（１）単元観

小学校では数量の関係を数の式や言葉の式で簡潔に表すことや、式の意味をよんだりすること、公式を用いることができるようになっている。また、簡単な式で表されている関係について、その関係の見方や調べ方を学び、比例などの学習を通して、式で表現することにふれている。たとえば、（長方形の面積）＝（縦の長さ）×（横の長さ）のような言葉の式で表したり、加法・乗法の交換法則や結合法則、分配法則などを○、□、△などを用いて式で表したりしている。しかし、小学校では文字式については学習していない。
中学校では１年次で、正負の数の四則演算とともに、文字を用いて関係や法則を式で表現することや、文字を用いた式の表し方、文字式が数と同じように操作できることを学んできている。また、１つの文字についての一次式の加法と減法を取り扱い、一元一次方程式が解ける程度の簡単な式の計算ができるようになっている。
　本単元では、これらの学習をもとに、単項式と多項式の意味を理解し、簡単な多項式の加法、減法や多項式に数をかけること、単項式についての簡単な乗法、除法を学習する。さらに、いろいろな事象の考察において、その中にひそんでいる数量の関係を見いだし、とらえた関係や法則を式に表現し、それを目的に応じて変形するなどして、式を活用する能力を養う。また、本単元の学習は以後の学習にも利用される重要なものであるため、十分な習熟を図る。
（２）生徒観

男子１７名、女子１５名、計３２名のクラスである。生徒は全体的に明るく元気なので、授業中盛り上がり過ぎないように、指示をしっかり出すようにする。しかし、授業に対しては全体的に受動的であるため、教師側が生徒の盛り上がる能動的なところや、受動的なところを生かして授業に取り組ませたい。そのため挙手を促したり、声かけをしたりしながら積極的に授業に参加させるような指導をしていく。
（３）指導観

ここでは、一周道路の課題を考えることなどを通して、文字式の計算の有用性を感じさせる。そして、文字式に関するいろいろな用語の意味や、簡単な多項式での加法、減法の意味を理解させ、その計算を習得させていく。

３．指導計画（１１時間）
　（１）式の計算　　　　　　　　　　　　　　　６時間

① 式の加法、減法　　　　　　　　　　　 ４時間←本時（１／４）
② 単項式の乗法、除法　　　　　　　　 　２時間
　（２）文字式の利用　　　　　　　　　　　　　３時間
　（３）章末問題・まとめ等　　　　　　　　　　２時間

４．指導目標

　（１）単元目標
· 文字を用いた式に関するいろいろな用語の意味を理解し、それを正しく使うことができる。
· 簡単な単項式、多項式での加法、減法の計算ができる。
· 単項式どうしの乗法、除法の計算ができる。
· 式を用いて整数の性質を表したり、目的に応じて簡単な等式を変形したりすることができる。
　（２）評価基準

① 同類項をまとめる計算や、簡単な多項式の加法、減法の計算に取り組もうとする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　【関心・意欲・態度】

② 式に関するいろいろな用語の意味や多項式の加法、減法の計算のしかたを理解している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　【知識・理解】
③ 簡単な多項式の加法、減法の計算ができ、文字が２つある式の値を求めることができる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　【表現・処理】
④ 簡単な多項式の加法、減法を、既習の計算法則などをもとにして、計算方法を導くことができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　【数学的な考え方】
　（３）本時の目標
· 文字式の計算の有用性を感じる。
· 文字式に関するいろいろな用語の意味を理解する。
　（４）展開

	段階
	学習指導内容
	学　習　活　動
	留意点（◇）／評価（◆）
	時間

	導入
	○文字式の有用性を感じる。

	○教科書・ノートを閉じさせる。

○一周道路とはどういうものなのか確認する。

○一周道路の課題を考える。

☆考えてみよう

一周道路と赤道の長さの差は、次のどれと同じでしょうか。

① 東京－博多間（約１２０万ｍ）

② 新幹線１６両の長さ（約４００ｍ）

③ 体育館で使うマットの長さ（約６ｍ）

	◇教科書・ノートを閉じているか確認する。
◇地球儀などの教具を用いて一周道路を説明し、生徒を惹きつける。
◆積極的に問題に取り組んでいるか。

　【関心・意欲・態度】
◇生徒にどれと同じになるか直感で考えてもらい、予想を聞く。

◆積極的に問題に取り組んでいるか。

　【関心・意欲・態度】

	20
分

	導入
	
	○一周道路と赤道の長さの差を調べる。
［考え方］

２つの円周の差を考える。

・赤道の長さ

２π×６３７８０００（ｍ）

・道路の長さ

２π×（６３７８０００＋１）（ｍ）

その差は

２π×（６３７８０００＋１）－２π×６３７８０００

	◇生徒を指名し答えさせながら、考え方、赤道の長さ、一周道路の長さを説明する。

◇円周の公式を確認する。

◇赤道の長さ
２π×６３７８０００は「直径×円周率」になっていることを説明する。
◇一周道路は赤道より１ｍ外側にあるため、一周道路の長さは、２π×（６３７８０００＋１）となること言う。

◆しっかり説明を聞いているか。

【関心・意欲・態度】
◇分配法則でもできるが、数学の計算ルールの順番（括弧→乗除→加減）で解くように言い、時間を２分とり続きの計算をするように指示する。
◇机間指導を行う。課題に取り組んでいるかをチェックする。
◆積極的に問題に取り組んでいるか。

　【関心・意欲・態度】
	

	
	
	［答え合わせ］

２π×（６３７８０００＋１）－２π×６３７８０００

＝２π×６３７８００１

－２π×６３７８０００

＝１２７５６００２π

－１２７５６０００π

＝２π

＝２×３．１４

＝６．２８

答え　約６ｍ
○上記の求め方では計算がとても大変なので、文字を使ったらどうなるか生徒と一緒に考えていく。
地球の半径ｒｍとすると、

・赤道の長さ　２πｒ（ｍ）

・道路の長さ　２π（ｒ＋１）（ｍ）

その差は

２π（ｒ＋１）－２πｒ

＝２πｒ＋２π－２πｒ

＝２π

答え　約６ｍ

	◆既習の四則をふくむ式の計算の順序にしたがって問題が解けるか。

【知識・理解】
　【表現・処理】
◇答え合わせ。生徒を指名し答えさせながら、説明する。

◇差がたった６ｍであることを強調する。
◆しっかり説明を聞いているか。

　【関心・意欲・態度】
◇生徒を指名し答えさせながら、赤道の長さ、一周道路の長さ、その差はどうなるかを説明する。
◇考え方は先ほどやった数の場合と同じであり、答えも同じ２πであることを強調する。

	

	
	
	
	◇文字を使うと計算が簡単になることを言う。

◆積極的に問題に取り組んでいるか。

　【関心・意欲・態度】
◆しっかり説明を聞いているか。

【関心・意欲・態度】

	

	展開１
	○数量を文字を使って表す。
	☆考えてみよう。

次の数量を表す式をつくってみましょう。

（１）１個ａｋｇの小包３個の重さ

（２）縦ａｃｍ、よこｂｃｍのはがきの面積
（３）５０円切手ａ枚と８０円切手ｂ枚を買ったときの代金

（４）郵便料金ａ円を払うのに、５００円硬貨をだしたときのおつり
○文字式の確認をする。

	◇（１）は生徒を指名し答えさせながら、みんなで解く。（２）～（４）は各自ノートにやるように指示する。

◇机間指導を行う。できているかチェックし、つまずいている生徒には解き方をアドバイスする。
◆積極的に問題に取り組んでいるか。
　【関心・意欲・態度】
◆１年次に学んだ文字式について理解しているか。
　【知識・理解】

	15

分

	
	
	○式に関する用語を確認する。
	◇答え合わせ。挙手をさせ生徒に黒板で答えさせる。（なければ挙手を促す。それでもなければ指名する。）
◇先ほどの考えてみようの答えを利用して、「単項式」、「多項式」、「項」について説明する。

◇色や下線で「単項式」「多項式」、「項」をはっきりさせる。

◆しっかり説明を聞いているか。

　【関心・意欲・態度】

	

	展開２
	○多項式の項
	○例１を考える。

例１　多項式の項

３ａ２－２ａ＋１
＝３ａ２＋（－２ａ）＋１
よって
多項式：３ａ２－２ａ＋１
項：３ａ２、－２ａ、１
ａ２の係数は３

ａの係数は－２

	◇生徒を指名しながら、みんなで例を考えていく。

◆積極的に問題に取り組んでいるか。

　【関心・意欲・態度】
◆しっかり説明を聞いているか。

　【関心・意欲・態度】

	10分

	
	
	○問１を行う。

問１

多項式６ａ－ｂ＋５の項をいいなさい。また、ａ、ｂの係数をそれぞれいいなさい。

	◇机間指導を行う。できているかをチェックし、つまずいている生徒にはヒントを与える。

◆積極的に問題に取り組んでいるか。

　【関心・意欲・態度】

◆例１を参考にしながら問題が解けるか。
【知識・理解】
　【表現・処理】
◇答え合わせ。挙手をさせ生徒に答えさせる。（なければ挙手を促す。それでもなければ指名する。）

	

	まとめ


	○本時の学習内容の内容を振り返り、次回の予告をする。


	○本時で学んだ文字式の用語につてフラッシュカードを用いて確認する。


	◇具体的な例を挙げ、用語の意味を確認する。
◆用語の意味を理解しているか。

【知識・理解】
	5
分


